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１． 合宿参加メンバー ≪コーチ４名 S&C コーチ１名 プレイヤー20名≫  
コーチ 

チームリーダー 

（ｽﾄﾚﾝｸﾞｽ&ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞｺｰﾁ） 

 

男子ｼﾝｸﾞﾙｽ C 

 

男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ C 

 

 

女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ HC 

 

混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ C 

 

ﾘﾑ･ｼﾞｮｰﾋｱﾝ(30) ﾍﾝﾄﾞﾗﾜﾝ（47） ﾎｰﾝ･ﾃｨｴﾝﾊｳ(32) ﾛｽﾏﾝ･ﾗｻﾞｸ(43) ﾃｵ･ｺｯｸｼｱﾝ(29) 

選手 
 

男子ｼﾝｸﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 14 位 

 

 
男子ｼﾝｸﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 63 位 

 

 
男子ｼﾝｸﾞﾙｽ 

 

 

 
男子ｼﾝｸﾞﾙｽ 

 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 8 位 

 

ﾘｰ･ｽﾞｨ-ｼﾞｱ(21) 
 

ﾁｱﾑ･ｼﾞｭﾝｳｪｲ(22) ﾘﾑ･ﾁｮﾝｷﾝ(19) ｱｲﾃﾞｨﾙ･ｿｰﾚ(19) ｱｰﾛﾝ･ﾁｱ(22) 
 

男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 8 位 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 19 位 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 19 位 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 26 位 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 26 位 

 

ｿ･ｳｫｲｲｸ(21) 
 

ﾃｨｵ･ｲｰｲ(26) ｵﾝ･ﾕｳｽｨﾝ(25) ｺﾞｰ･ｽﾞｨｰﾌｪｲ(22) ﾇｰﾙ･ｲｽﾞﾃﾞｨﾝ(22) 
 

男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
 

 

 
男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

 

 

 
女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 27 位 

 

 
女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 27 位 

 

 
女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 15 位 

 

ﾏﾝ･ｳｪｲﾁｮﾝ(20) 
 

ﾃｨｰ･ｶｲｳﾝ(19) ｳﾞｨｳﾞｨｱﾝ･ﾌｰ(29) ﾔｯﾌﾟ･ﾁｪﾝｳｪﾝ(24) ﾘｰ･ﾒﾝｲｪﾝ(25) 
 

女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 15 位 

 

 
混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 8 位 

 

 
混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
世界ﾗﾝｸ 8 位 

 

 
混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 14:位 

 

 
混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

世界ﾗﾝｸ 14 位 

 

ﾁｬｵ･ﾒｲｸｧﾝ(23) 
 

ｺﾞｰ･ｽﾝﾌﾜｯﾄ(29) ｼｪﾎﾞﾝ･ﾗｲ･ｼﾞｪﾐｰ(26) ﾀﾝ･ｷｱﾝﾒﾝ(25) ﾗｲ･ﾍﾟｲｼﾞﾝ(27) 

※世界ランキングは、2019 年 12月 17 現在 
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２． 合宿スケジュール ≪期間：2019 年 12 月 22 日～29 日（７泊８日）≫  
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３． 歓迎行事 

（１）歓迎セレモニー 

12 月 22 日朝、マレーシアのクアラルンプール国際空港を出発した選手団は、羽田空

港を経由し、夜、松山空港に到着。空港では、県スポーツ・文化部長が歓迎のあいさつ

を行い、ANA 職員が花束を贈呈した。 

   

（２）県庁・松山市役所表敬訪問 

12 月 23 日午前中、マレーシア選手団は県庁を表敬訪問し、八矢副知事に面会。選手

団団長を務めるリム・ジョーヒアン S&C コーチが合宿の抱負を述べた。その後、松山

市役所を表敬訪問し、野志市長に面会した。 

   

（３）歓迎レセプション 

12 月 23 日夜、東京第一ホテル松山にて、歓迎レセプションを開催した。実行委員会

の名誉会長でもある中村知事が歓迎のあいさつを述べ、選手からは、オリンピックに向

けた意気込みが語られた。選手たちはリラックスした表情で関係者との交流を深めた。 
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４． トレーニング 
（１）コート練習 
合宿の前半（12/23～25）は県武道館主道場、後半（12/27～28）は砥部町陶街道ゆ

とり公園体育館においてコート練習を行った。午前中は８時から 11 時の３時間、午後

は 15 時から 17 時までの２時間を基本に、練習メニューをこなした。練習メニュー

は、男子シングルスのヘンドラワンコーチが中心的に指示を行っていた。 

マレーシアチームのトレーニングでは、３対２や３対３の対戦形式の練習を多く取

り入れており、補助員の県内高校生も激しいスマッシュの応酬を真剣なまなざしで見

入っていた。 

   
◇練習後、見学に訪れていた砥部中学校バドミントン部生徒に指導するヘンドラワンコーチ 

  
 

（２）ジムトレーニング 
マレーシア選手のトレーニングメニューには、基本的に週３回（月水金の午後）、ウ

エイトトレーニングが組み込まれ、フィジカル強化を行うこととされている。選手た

ちは、トレーニングジムにて、S&C コーチの指導のもと、ウエイト中心のトレーニン

グを行った。 

  
 

（３）アジリティトレーニング 
練習メニューには、週１回、俊敏性を高めるためのトレーニング（アジリティトレ

ーニング）が組み込まれており、今回の合宿においては、２時間程度バスケットボー

ルを実施した。 
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５． フレンドリーマッチ 

12 月 25 日には、国内の強豪実業団チームである日本ユニシス、トナミ運輸、ヨネッ

クス、丸杉や早稲田大学から派遣された若手選手、地元新田高校の今年度の四国チャン

ピオンとなった男子ダブルスのペアが参加し、愛媛県武道館にて「バドミントン×クリ

スマス 国際フレンドリーマッチ in 愛媛」と題した親善試合が開催され、600 人を超え

るバドミントンファンの見守る中、白熱した試合が繰り広げられた。 

オープニングでは、中村知事とマレーシアを代表して男子シングルス世界ランク 14

位のリー・ジージア選手がラリーを披露して会場を盛り上げたのち、マレーシア代表選

手対日本実業団等選手による 12 試合の対戦が行われた。 

対戦結果は、マレーシア側が 9 勝、日本側が 3 勝となり、マレーシア代表選手の強さ

が際立ったが、ハイレベルなラリーが続くと、会場から大きな拍手が沸き起こり、選手

たちも真剣な表情でプレーしていた。 

 試合後は、お楽しみ抽選会やサインシャトルの打ち込み、来場者とのハイタッチによ

るふれあいなど、ファンサービスも行われ、非常に盛り上がったイベントとなった。 

 参加したマレーシア人選手、日本人選手からは、自身のレベルアップにつながるとと

もに交流を深める大変良い経験ができた、と高く評価していただいた。 

 

〔フォトギャラリー〕 
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６．住民交流事業 

 12 月 26 日、実行委員会メンバーである砥部町において、地元の婦人会や住民、砥部

中学校のバドミントン部員らがマレーシア選手団を出迎え、日本の伝統文化である餅つ

き体験を行うとともに、愛媛の郷土料理である「いもたき」、かんきつ等を振る舞うおも

てなし交流事業が実施された。 

 餅つき体験では、砥部町の住民が餅をつく様子を興味深く見守り、自らも慣れない手

つきで杵を振ったり、つきあがった餅を丸めたりした後、つきたてのあん餅に舌鼓を打

った。 

 その後の交流事業では、「いもたき」や砥部町特産のかんきつを食べながら、中学生か

らの様々な質問に答えたり、砥部町の説明を受けたりして参加者と交流を深めた。特に、

砥部中バドミントン部員からは、バドミントンの上達についての質問が多く出され、シ

ドニーオリンピック銀メダリストのヘンドラワンコーチからは、トレーニングを見に来

れば直に指導すると約束し、実際に翌日のトレーニングに来た中学生に丁寧にコーチン

グする様子が見られた。 

 交流事業に参加した選手やコーチからは、日本の文化や地域の方々と触れ合う貴重な

体験ができ、リフレッシュできたとの喜びや感謝の声が多く聞かれた。 

 

〔フォトギャラリー〕 
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７．観光 
 
（１）道後温泉 

12 月 26 日には、練習の合間を利用

して道後温泉を訪れた。日本の温泉に

行くことを楽しみにしていた選手も多

く、ほとんどの選手が入浴を希望し、

道後温泉別館『飛鳥の湯』に入浴して

トレーニングの疲れを癒していた。入

浴後は、路面電車で移動し、商店街の

散策や買い物を楽しんだ。 
 
（２）しまなみ海道 

合宿最終日となる 12 月 29 日には、今治市の

しまなみ海道を訪れた。しまなみ海道の広大な

景色を楽しむほか、大山祇神社を訪れ、参拝の

仕方を学んだり、保管されている鎧や日本刀な

どの文化財を見学したりするなど、日本の文化

に親しんでいた。昼食は、瀬戸内海の海鮮料理

を堪能した。 
 

   
 
８．離県 
12 月 29 日夕、選手団は無事合宿を終えマレーシアに帰国した。 

選手やコーチは、愛媛のサポートへの感謝や、また愛媛を訪れたいとの言葉を口に

し、県関係者からは、今後の活躍を期待する旨の激励の言葉を送った。 
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９．総括 

マレーシアのバドミントン代表チームによる合宿は、シニア・ジュニア合わせて３

回目となり、今回は、リー・ジージア選手をはじめとする世界で活躍するトップ選手

が来県し、８日間の合宿を行った。 

選手たちは、2020 年東京オリンピックの出場権を獲得するため、毎週のように世界

各国で開催されるワールドツアーに出場し、ランキングレースを戦う中、短い休養日

を返上して愛媛での強化合宿に参加した。これまでの受入実績により、マレーシアに

おいて、「えひめキャンプ」が高く評価されてきたことがうかがえる。 

受入側の実行委員会としては、県バドミントン協会や県内高校生、多くの関係者と

連携し、選手たちが充実したトレーニングができるよう、愛媛県武道館などの練習環

境を整えるとともに、アスレティックトレーナーによるコンディショニングケア、ス

ポーツ栄養士による食事の配慮、ハラール対応など、細心の配慮を行った。 

合宿に参加した選手やコーチたちは、国内強豪選手とのフレンドリーマッチなども

組み込まれたトレーニング内容に満足するとともに、砥部町での住民交流、道後温泉

やしまなみ海道の観光などを楽しみ、短期間であるが充実した合宿であったと評価い

ただいた。 

東京オリンピック直前合宿に向けて 

2020 年は、東京オリンピック直前に代表選手が来県する予定であり、本番に向けた

最終調整の大切な合宿であることから、今回以上に体調管理の徹底や食事、リラクゼ

ーション面への配慮などが求められることとなる。 

愛媛県としては、マレーシア選手が好成績を収めることができるよう、最大限のサ

ポートと応援を行うとともに、大会後の愛媛とマレーシアの継続的な交流につなげて

いくこととしている。 
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◆サポート編 

（１）コート設営 

今回の合宿の会場となった愛媛県武道館主道場、砥部町陶街道ゆとり公園体育館には、

バドミントンコートを８面設営する必要があったため、県バドミントン協会主導のもと、

高校生バドミントン部員に協力いただき、コートマットの設営を行った。 

コートマットは、１面が４分割されてロール状にして持ち運ぶ仕様になっており、８

面分は 32 本（１本約 60 ㎏）。県総合運動公園に保管されていることから、運送会社に

委託して移送を行った。また、移動式ポール（１本約 80 ㎏）は、県武道館保有のものを

使用した。 

今回使用した県所有のコートマットは、購入から 30 年以上経ち老朽化が進んでいる

ため、４面分について、オリンピック仕様のマットを新調した。しかしながら、新品で

あったため、設営時、ファスナー部分が固くうまく結合できず、急きょ、東京から製造

メーカーの担当者に来てもらい対応するというアクシデントがあった。 

ゆとり公園体育館では、空調設備が無く、かなり冷え込んだため、ストーブを８台用

意し、選手待機場所に設置した。マレーシア選手は、寒さに慣れていないため、体を冷

やさないよう配慮が必要であった。 

    

（２）マッサージ 

トレーニング後の選手たちの疲労回復、コンディショニングケアを図るため、毎日

午後７時～10 時の３時間、県アスレティックトレーナー協議会から公認アスレティッ

クトレーナーを２名ずつ派遣してもらい、ホテルに特設したマッサージルームにて施

術を行った。 

対応していただくアスレティック

トレーナーは、選手たちの状態や施

術内容を日誌に記録することによ

り、担当者間で情報共有を図ってい

た。 

コーチたちからは、東京大会直前

の合宿においては、選手たちの体調

管理が重要であることから、十分な

施術時間、トレーナー数の確保、女

性選手への配慮等の要望があった。 
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（３）食事（ハラール対応） 

選手団の食事については、スポーツ栄養士に相談し、栄養管理の観点から提供メニ

ューの検討を行った。 

また、今回の選手団 25 名のうち、３人がイスラム教

徒であり、ハラール（許されている）食の提供が求めら

れた。 

イスラム教では、豚肉やアルコールを口にすることが

禁じられているだけでなく、牛肉や鶏肉であっても、ハ

ラール法にのっとって処理されていないものは食

べることができない。 

このため、ホテルやレストランで食事を提供す

る際、あらかじめ打ち合わせを行い、ハラールに

対応した食事を提供するようメニューや材料等に

注意を払った。 

また、砥部町でのおもてなし交流事業など、対

応が難しい場面では、実行委員会がハラール対応

食材（鶏むね肉、チキンソーセージ）を調達し、 

提供した。                 
 

（４）補助食 

○練習中補給 

・トレーニング中には、飲料のほかに、エネルギーゼリーや栄養食品、みかん等を用

意し、選手のエネルギー補給をサポートした。 

    

 

○軽食 

・ＢＡＭからは、朝・昼・晩の食事のほかに、練習と練習の合間や夜食用に軽食を提

供してほしいとのリクエストがあったことから、スポーツ栄養士に依頼し、補助食

を選定、調達していただき提供した。 

     

ハラールマーク 

出典：南薩食鳥㈱ホームページより 
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◆情報発信 

〈記者会見・プレスリリース〉 

○知事による記者会見（12/20） 

○選手団の来県日程、選手名簿、主な行

事、練習スケジュールを県庁記者クラブ

に提供（12/6、12/19） 

○職員のテレビ出演によるＰＲ（12/24） 

〈地元紙やテレビの取材・報道〉 

○東京オリンピック出場の可能性が高い選手が多数来県したことから、県庁表敬訪問

やフレンドリーマッチには、多くの報道陣が来場した。また、月刊「バドミント

ン・マガジン（2020 年２月号）」にも特集記事が掲載された。 

      
 

愛媛新聞 令和元年 12 月 21 日（土）・12 月 26 日（木） 

  

 

 

 

〈愛顔のスポーツアプリ、ＨＰによる情報発信〉 

○愛顔のスポーツアプリのライブ配信機能を活用

し、練習や行事参加の様子を職員がリアルタイ

ムで投稿 

○県や県バドミントン協会のホームページで合宿情

報を発信 

〈マレーシア向けの情報発信〉 

○県が委託する事業者を通じ、マレーシアメディア向けに合宿や交流の記事を発信 

○在マレーシア日本国大使館を通じ、マレーシアメディア等に情報発信 

○マレーシアバドミントン協会の公式ＳＮＳに写真等掲載 



12 

 

◆協賛企業 
マレーシア・バドミントンチームえひめキャンプ実行委員会の活動につ

いては、下記５社から協賛を得ている。 

 

企業名 ロゴ 

太陽石油㈱ 
 

ユニ・チャーム㈱ 
 

三浦工業㈱ 
 

全日本空輸㈱ 
 

愛媛ダイハツ販売㈱  

 

○広告物 
・横断幕 

・インタビューボード 

 

・サポート車両 
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○設置状況 

  
知事記者会見                    歓迎レセプション会場 

 

  
フレンドリーマッチ会場 

○行事 
＜歓迎レセプション＞協賛企業のＰＲを実施 

  
太陽石油様            ユニ・チャーム様 

  
 ＡＮＡ様                愛媛ダイハツ様 

 

＜国際フレンドリーマッチ＞開会式 
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＜参考資料＞ 

◆イベント広告ポスター（Ｂ２）、チラシ（Ａ４） 
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（チラシ裏面） 
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◆フレンドリーマッチ当日配布用プログラム 
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◆フレンドリーマッチ結果 

 


